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開催趣旨 

日建連_曽根：日本建設業連合会 BIM

部会では、施工 BIM に関する標準策

定やそれらの啓発活動を通じて、施

工 BIM の活用により業界全体の生産

性向上に寄与することを目指して活

動を進めています。 

近年、施工 BIMに取組む企業が増え、

特に施工計画における BIM の活用、

連携事例が多く見受けられるように

なりました。そのため、施工計画に

おける BIM の活用方法や BIM モデル

の作成方法のルール統一、施工計画

用の共通ライブラリの整備等に、当

部会の活動の一つとして対応してい

く必要性があると考えています。 

BIM仮設ライブラリ WGでは 2018年か

ら 3 年かけて、現状調査、ライブラ

リ仕様の標準化、ライブラリ整備、

とステップを踏んで活動してきまし

た。現状調査では、専門工事会社の

施工 BIM の取組みの有無、ライブラ

リ保有の有無をアンケート調査しま

した。ライブラリ仕様の標準化では、

日本建設機械工業会と連携してクレ

ーンの仕様の標準化に取組みました。

ライブラリ整備では、クレーンモデ

ルを作成するための標準仕様書とな

るマニュアルを作成しました。これ

らの成果は「施工 BIMのスタイル 2020」

に反映しています。 

2019 年 6 月に国土交通省が建築 BIM

推進会議を設置して、「建築分野にお

ける BIM の標準ワークフローとその

活用方策に関するガイドライン」を

策定したことで、近年 BIM を取り巻

く環境が大きく変化したと思います。 

前回の意見交換会から 3 年経過し、

各社様の BIM の活用取組みも進化・

変化していると思います。本日は、

この 3 年間での BIM に関わる各社の

変化や成長、また問題点や課題など

を情報共有できれば幸いです。活発

な意見交換を期待しています。 

 

日建連_今泉：各社の BIM の取り組み

の現状を説明頂けますか。 

朝日_黒木： BIM 業務内容として、仮

設計画図の作成・仮設計画の検討を

行っております。 

業務フローに関しては、設計の BIM

モデルを頂き、打ち合わせ、および

見積もりを提出しております。 

その見積り、打ち合わせの合意のも

と、こちらの方に依頼が来た場合は

計画検討を先方から頂いた BIM モデ

ルをもとに足場及び鉄骨関係の仮設

材の割り付けを行っております。 

最終的に BIM モデルで納品、2D 図面

も揃えて提出しております。 

使用ソフトは ArchiCADのみで行って

いましたが、Revit の依頼が増えてき

ているため、Revit も導入し今現在オ

ペレーターを増やしている状況です。 

人員としましては東京 13 名、大阪 6

名という構成で行っております。 

ゼネコンから依頼を受ければ、ステ

ップ工区分けの情報を頂いてステッ

プの作成も行っています。 

次にライブラリの現状と今後の予定

ですが、現状 100 品目のうち約 3 割

から 4割程度ができている状況です。 

今後の予定として、2025 年度を目標

に順次拡充予定とライブラリのメン

テナンスを検討しております。 

三伸_吉田：BIM ライブラリの現状と

して、今年度 4 月に ArchiCAD・smart 

CON Planner に当社の使用資材の鉄

人・スカイステップ・ライトステー

ジ・ロータリー等の資材の搭載を完

了しております。 

それに合わせて BIM モデルの作成と

しては、ArchiCAD GDLモデルに続き、

使用資材の Revit ファミリも完了し

ております。 

ArchiCAD を中心にやっていましたが、

昨今 Revit の需要も増えていること

から Revitの習得ということもあり、

モデル現場を使用して割り付けなど

の作図を実施しております。 

最近 BIM の需要が増えてきたことも

あり、今年の 10 月に当社のホームペ

ージ内に BIM のデータダウンロード

サイトを公開致しました。こちらに

関しましては、当社の主要資材の

ArchiCAD オブジェクトと Revit ファ

ミリ、2 種類を無償でご提供しており

ます。 

今後の予定としましては、継続的に

各社の BIM 取組状況 
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登録資材のブラッシュアップとモデ

ルの追加を考えております。 

当社取扱いしている全資材のライブ

ラリ化については現在アップロード

していないモデル・弊社の使用資材

であります、柱建方治具の“鉄人”

の計算書を BIM 上で自動作成・資材

の自動割り付けの開発を進めており

ます。 

BIM 上で全体及び工区別集計表が作

れるように、併せてやっていこうと

しております。 

BIM オブジェクトのブラッシュアッ

プ継続と全オブジェクトの公開とい

うことを今後目標にしております。 

日綜_渡辺：弊社の BIM の取り組みで

すが、Revit のファミリデータを作成

してご用意しております。 

鉄骨建方足場の製品に関しては、

Revit データのご要望があれば提供

する形で、施工計画に関しては試験

的な内容で数件ご依頼頂いて対応し

ております。 

BIM データに関しては、単独で販売と

いうことではなく、自社の機材を納

入する現場において BIM による設置

計画図を提供しております。 

今ご用意している BIM の Revit ファ

ミリの概要について、まずトビック

はパラメータ上でタイプの変更、フ

ック形状、タイプの変更が可能なモ

デルになっております。 

また、柱で使用するコラムステージ

に関しても外形だけでなく柱型の寸

法と変更したパラメータに追随して

表示形状を変えられるようにしてお

ります。 

特にトビックのフックなどの付属部

品は、使うものが選択できるので数

量表にもそのタイプで集計がなされ

ます。 

実際の現場の計画図ですと、先程の

3D モデルと連動して Revit でデータ

を作成しております。 

割付図上のシンボルマークについて

は、平面表示においては 2 次元の図

面でお出ししているものと同じよう

なシンボル化で表示されます。 

計画図において、数量リストと図面

内も連動してタイプ・フック形状ま

で合わせてリスト化されるようにな

っております。 

今後の方針として、Revit データ・コ

ラムステージのロータリータイプ・

タラップ・フライングブリッジ等の

弊社で保有している建方足場の主要

機材は大体揃っておりますので、そ

の他の部材、その他の自社品に関し

て準備を進めております。 

ArchiCAD などのオブジェクトデータ

に関しても今後進めていく方針です。 

ゼネコン各社様への要望は、現状ゼ

ネコンから要望があまり上がってい

ないのでご要望を頂いて、こちらか

らの要望も聞いて頂いて、実際に使

えるデータをご用意して行きたいと

いう方針で進めております。 

日建連_今泉：建設工事計画届、機械

等設置届等の 88 条申請に絡む、2D 図

面を作成することが多いと思います。 

着工時の早い段階でスピード感が要

求されるなか、BIM モデルを現状どの

ように活用しているのか、先ほど日

綜産業さんから、3D の BIM モデルか

ら２D 図面を出力しているというお

話しが出ましたが、スピード感を求

められるなか、3D モデルを作ってい

るのか、それとも 3D モデルを作らず

に２D 図面だけを納品する場合もあ

るのか、各社様の実情をお聞かせ頂

けないでしょうか。 

朝日_黒木：現状、設置届はほぼ足場

が主たるもで、BIM モデルを頂いて

ArchiCAD・Revit で作成、ArchiCAD・

Revit から 2D を書き出す、という形

で対応した実績はございます。 

ただ計画届になってきますと、工事

全体の工事計画届、山留計画、他の

設計図もタイムリーに上げてもらえ

ないといけないというところがネッ

クになっているようで、計画届けは

BIM でやったことは現状無いです。 

2D 計画図は、3D を作ったとしても求

められることがほとんどです。 

最終目的によりますが、客先へのプ

レゼントだけであれば、3D モデルを

作って終わるパターンもありますし、

現場で施工に向けて活用すると、必

ず 2Dの出力は必ずセットになります。 

BIM の活用方法 
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2D の出力と言っても、求められるこ

とが案件によって違い、現場で職人

さんが見る場合は、「今まで通りの図

面」「図面表現を合わせる」という手

間が出てきています。 

3Dから2Dを書き出すことはできます

が、スピードとしてはどうしても 2D

の方が早いです。 

原因としては 2D計画であれば省略で

きていた部分の検討に時間も手間も

かかるためです。 

三伸_吉田：現状、工事計画届等のご

依頼はほとんどありません。88 条に

関してもほとんど依頼ありません。 

BIM に関してですが、現場で BIM のデ

ータを持っていても、最初に渡され

るのは 2D の図面になります。 

2D の図面で計画を立て、その後に現

場で気になる取り合いが出て来きて、

改めて BIM のデータで検討会用資料

を作ることがほとんどになります。 

BIM データを最初に頂いて割り付け

をして、計画数量等を算出して現場

に提出したことは今のところはあり

ません。 

日建連_今泉：2D 図面でもらったら

2D 図面で、3D モデルでもらったら 3D

モデルで対応、鉄骨データは入れな

いという認識ですね。 

日綜_渡辺：2D と 3D の併用を目指し

ております。モデルを作る上で、二

度手間を必要としない考え方で進め

ております。 

現状で言いますと 2Dの図面を先行し、

それに合わせて進めているのですが、

BIM データを最初に作るのが効率的、

と今後していきたいと思っています。 

これに関しては、現状は実際のシミ

ュレーションが出来ていませんが、

最初から BIM モデルとして計画して

も、遜色なく進められると思ってい

ます。積算の手間を含め、効率的に

できることが見え始めた段階です。 

実際の施工現場数、計画現場数が増

えていけば、そのあたりが判明して

くるところです。 

日建連_今泉：日綜さんは 2D図面で

依頼が来た場合でも BIM モデルで入

力しているということですか。 

日綜_渡辺：そうです、現状の 3D の

ご依頼を頂いて作ると言うよりも 2D

の計画を頂いた時に社内的に BIM モ

デルを使用してみるということを試

している段階ですので、実際は客先

にお出しするのは 2Dの図面のみにな

っています。 

 

BIM の利便性 

日建連_芳中：現場からの依頼で対応

しているかと思いますが、実際に 3D

にしてみて、各社さん BIM の利便性・

有効性を感じるようなところはある

かお聞かせ頂きたい。 

朝日_黒木：利便性を感じていること

はやはり見た目でわかりやすいとこ

ろが 1 番メリットは出ています。 

合意が取りやすいという言い方もで

きると思いますが、取り合いが複雑

なところは 1 発で分かり、2D図面だ

と立面・平面・断面を見て検討した

ところがすごく分かりやすいので、

好評頂いております。 

計画する際も設計図とにらめっこす

る時間が少なくなって、3D で見たま

まの形に合わせて仮設を入れること

ができる点はすごく便利だなとは思

っております。 

三伸_吉田：弊社としてはやはり柱周

りを見る時が 1 番利便性を感じ、屋

外階段とか、伏せ図で出てこない途

中梁等の絵がすぐに見ることができ

て各資材の干渉具合もすぐに確認で

きるので、そこは非常に利便性があ

ります。 

実際検討会で、鳶さん等と話しをす

る際もすぐに対応ができるのでそう

いった意味では非常にイメージしや

すいものになっているのかなと思い

ます。 

日綜_渡辺：鉄骨のモデルを頂いてい

ることが前提で、計画上でも視覚的

に作業を進められること、その設置

状況を確認できるので、社内の確認

も含めてやはり便利かなというとこ

ろがあります。 

特に、細かい部分で鉄骨がちょっと

複雑なところとか、入り組んだとこ

ろでの設置状況を視覚的に確認でき

るというところは大きなメリットか

なと考えております。 
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フロントローディングでの活用 

日建連_福田：BIM の着手時期につい

て、工務・計画系の作業所以外のと

ころからのオーダーで作業を行うよ

うなことはありますか。 

朝日_黒木：工事計画届、設置届の段

階から関わることが弊社多いので、

お話し頂くことがそこまで早くなっ

てないかもしれません。ただ、ベー

スになる資料が頂けるのが 2D・手書

きの資料に加えて、3D の設計で作ら

れたモデルベースでお話をさせて頂

く機会が増えたので、それにより僕

らもわかりやすいと思います。 

作業所からの依頼に関しては、作業

所で「BIM モデルがあるから、このモ

デルに足場を入れてみて」という依

頼で、どうやって足場を組んでいく

かというフロントローディングは作

業所と前もって打ち合わせをしたの

はこれまででも数件。 

三伸_吉田：弊社、前段階のお話がほ

ぼない状態になります。 

現場で BIM データを持っていたとし

ても、最初に２D データを渡されて、

早く計画を立ててほしいと言うとこ

ろから始まります。 

日綜_白井：各ゼネコンの BIM担当部

署のから情報を提供して欲しい、参

考的に対応してほしい、というお話

は一部で頂いています。 

現場からは今まで特に BIM でやって

ほしいという要望は出ておりません。

今まで通り 2Dの構造図鉄骨一般図を

頂いて、それに当社が 2D で割り付け

をして現場に提出することになって

おります。 

日建連_福田：ゼネコン側は設計施工

案件の場合設計のモデルがあるケー

スが多いので、概算費用算出利用が

できるのではないかと聞かせて頂き

ました。 

例えば、フロントローディングの取

り組みとして、詳細度が低くても概

算でモデリングした方が手間は少な

いと思います。フロントローディン

グとしてステップを踏みながら進め

るフローについてご意見いただけま

すか。 

朝日_黒木：モデルはある程度精度の

高いものを頂いて、そこに割り付け

して行った方が何度も手直しするよ

り時間短縮にもなります。 

完成前の BIM モデルを受領し、未確

定状態のモデルを頂いて外部足場、

鉄骨建方、鉄骨足場の計画をモデリ

ングしますが、最終的に作業所へモ

デルを提出した際に形が違う、鉄骨

の柱の位置が違う、ということが

多々ありモデルを作り直すというこ

とをどうにかならないかと思います。 

日建連_福田：設計変更等については、

ゼネコン・設計共に確定させないと

次工程に影響してしまうので固める

ことが必要とは思いますが、例えば、

たたきモデルのような、壁つなぎ、

手摺、巾木などを省いた割り付け検

討を行い、設備機器との干渉を先に

チェックするような大まかな形を定

めるところから始めるようなステッ

プを踏んだオーダーはありますか？ 

朝日_黒木：そのように理解頂ける現

場の担当者の方だったら喜んでやる

のですが、「これはたたきです」と伝

えて飲み込んでくれる担当者と、そ

うではない担当者についてどう対応

していくのかというのが問題です。 

たたき台でよいのであれば、仮設材

の数量も概算で出せるので、有効だ

と思います。 

前段階での設備等との干渉やそうい

ったご依頼は今のところは無いです。

仮設材なので、本設に合わせて仮設

の方を変えるので、基本的には先に

検討することがありません。 

三伸_吉田：弊社としましては、フロ

ントローディングという意味では

BIM で計画を立てるよりも先に 2D で

計画を立てる事が多いので、そちら

を基にして頂きます。 

どうしても構造図と一般図では変更

点が多々ある中で BIM モデルの割り

付けの方がどうしても時間がかかっ

てしまう関係上、形が定まるまで 2D

で、その後に取合図含めた資料を BIM

でモデル化するという方が、効率が

良いと考えております。 

日建連_福田：例えば鉄骨 FAB等との

モデル連携もあるのでしょうか？ 

三伸_吉田：モデル連携は今のところ

まだほぼ無い状態なので、今後は BIM

が現場の方で取り込まれて、実際に
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割り付け依頼が多くなればそういっ

た連携も多くなっていくと思います。 

日綜_渡辺：変更を含めた二度手間を

なくしたいので、2D を書いてから 3D

モデルを作るというところが大きな

ロスになると思います。となると、

鉄骨モデルを最終版ではなくとも早

期に頂ければ、それに合わせた形を

落としこんで、そこから変更をかけ

るというのが理想的かと思います。 

逆にそのモデルをどのタイミングで

頂けるかが分岐点と考えております。 

早めに頂ければある程度の精度・ス

ピードで対応可能と考えております。 

 

鉄骨 FAB との連携 

日建連_今泉：今後 BIM モデルを使っ

て鉄骨仮設材に付随する先付けピー

スを FABと連携すると思います。各々

のデータに先付けのピースはどの様

に入れられているのか、そして FAB

に 2D 図面、3D モデルのどちらを渡す

のか、その様な実績があるかどうか、

若しくは今後そういった取り組みを

するかどうかをお聞かせ下さい。 

日綜_渡辺：例えば先付ピースに関し

ては、表示切り替えでピースのみが

表示されます。積算に関してもその

形で出るので、FAB の方が Revit で対

応のデータを納品してもらえるので

あれば、連動可能と思いますし、連

動するような形に持って行きたいと

考えております。 

3 年前だと、建設工事計画届を出す直

前での依頼が多く、とにかく作り上

げることで精一杯でした。 

最近は現場事務所を立ち上げる時期

や、地下工事期間中に地上の足場計

画の依頼が来て着手することが増え

ています。そのため、時間に余裕を

持って事前検討ができ、モノ決めに

使う時間が増え、自ずと携わる時間

も増えました。 

三伸_吉田：弊社が取り扱っている資

材、ピース、必要となる資材に関し

ましては、資材とピース 1 セットに

なっておりますので、お渡しすれば

FAB の方でピースの抽出は可能と思

っておりますので、そういった意味

では連携は可能だと考えております

が、今のところ連携した事例はあり

ません。 

朝日_黒木：FAB と直接やりとりをし

た事例はありませんが、うちで足場

計画モデルをそのまま FAB に渡して、

FAB で干渉チェック等を行ったこと

はあります。 

日建連_今泉：こういった FAB とのや

りとりが将来的にあったら助かると

いうのが 3 社様の意見でしょうか。 

朝日_黒木：FAB との直接のやり取り

ということで、助かるかどうかとい

うとゼネコンが間に入り、了承のも

とでやれば、間違いが少なく済むの

でそういった共有ができれば、幅が

広がってくるとは思います。 

三伸_吉田：今後そのように共有して

もらえれば、特に梁下に付くコラム

ステージのピースの寸法についてよ

く質問されることがあるので、そう

いったデータを頂ければ、すぐに確

認ができるのでそういう連携はぜひ

やっていきたいと思っております。 

日綜_渡辺：一番有効な手段と思いま

す。FAB からデータを頂いて、それ

に計画を落とし、計画の位置・内容

に関してはゼネコンさんで確認して

頂いて、それがタイムリーにピース

位置が反映され、最新の状態で共有

できていることが理想的と思います。 

 

概算時の数量算出 

日建連_中村：概算の時にもっと上手

くいく方法がないのかというふうに

思っております。 

契約前に、各社で概算のモデルを作

成し数量を出すメリットはあまりな

いのでしょうか？ 

営業目的で、先の契約を変更してモ

デリングするパターンになり、そこ

でフィーを発生させてモデルを作成

することも考えられると思いますが

いかがでしょうか？ 

朝日_黒木：お話を頂く段階や時期に

もよりますが、概算時の話だとそも

そもモデルを作る意義があまりない

と思っております。ただ、状況によ

って概算のモデルでほしいというこ

とであれば、営業活動の一環として

行いたいと思っております。 

概算モデルに関して、仮設モデルを
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入れ込むと、メリットは全体の数量

を今まででは営業担当者が 2次元の

図面から拾い、見積もりをしていた

のが BIM モデルから概算の数量もす

ぐ出るようになりますので、その辺

は有効かと思います。 

三伸_吉田：概算時で計画を立てるの

は、今後もつながっていけば意味が

ありますが、概算見積もりを立てる

前段階のものとして、特にスピード

感をどの現場も求めるので BIM を取

り入れるよりも先に 2 次元の図面で

数量、概算を出すのが今の流れなの

で、まだ BIM を使ってできるという

段階ではないと思っております。 

もちろん BIM モデルを使って概算を

出す方が今後のことを考えると、利

便性がありますし、やりやすいので

すが現状 BIM モデルを使うよりも 2D

を使っての概算の方がよりスピード

感があり、概算の数字が出しやすい

と思っております。 

日綜_白井：概算であれば、現状は手

拾いで数量を拾い、マスター工程を

頂いて工程を確認し、数量も積算も

できる状態です。 

BIM となると時間もかかりますし、現

状は手拾いもしくは 2Dの図面からの

積算が一番早いと判断しています。 

 

ここ 3 年間での変化 

日建連_今泉：前回の意見交換会から

3 年経ちましたが、この 3 年で使用ソ

フト、体制の変化、CAD オペレーター

の増員、各社保有ライブラリの整理

等が進んで飛躍的に BIM の活用が増

えたかと思いますが、社内の体制・

BIMの要望が3年前に比べ現場からの

依頼が何倍になったか、現場での使

い方がどう変わったか、BIM に関わる、

各社の成長やニーズの変化について

教えてください。 

日綜_渡辺：BIM のモデリングの依頼

業務とはほぼ変わっていません。 

ノウハウを蓄えるためにも、社内的

な資料に使うところが主となってお

り、スタッフの拡大まで踏み切る材

料がないのが現状になっております。 

三伸_吉田：弊社の ArchiCADから BIM

を始めておりますが、ここ 1年ほど

で Revit を使うゼネコンが大変多く

なり、ArchiCAD から Revit 寄りにな

っております。 

また、BIM に関しても活用するところ

が現場でもないのが現状で、どうし

ても BIM で計画、数量を出し、それ

を基に計画していくというよりも、

どの現場も検討会用に使う、複雑な

箇所の取り回しを見るためにモデル

を使っております。 

BIM の依頼件数ですが、それほど多く

ないのが現状です。ご依頼頂く作図

は 9 割以上が 2D となっており、その

中で 2Dの付属として BIMがくっつい

てくるというのが今の状況です。 

朝日_黒木：3 年前に比べて案件の数

は増えました。要望も以前は作業所、

会社からの方針として作ってみよう

というのが、現場主導で「こういう

風に活用したい」というような話に

なったのが最近では一番大きな変化

と思っております。 

 

ゼネコンに対する要望 

日建連_今泉：ゼネコン各社に対する

BIM に関わる要望があればお聞かせ

ください。 

朝日_黒木：日建連さんからゼネコン

へ言って頂きたい要望です。 

BIM ソフトについて、Revit や

ArchiCAD があると思いますが、弊社

の方で作業所の対応をするときに現

場によって使用ソフトが異なり、弊

社は ArchiCADを当初導入しているの

ですが、要望に応えるために Revit

も導入して同時に対応しております

が、オペレーターも Revit、ArchiCAD

を覚えるという手間、またソフトの

ランニングコストに関して費用的に

も増えるので、例えば IFC 変換とい

う形で行う、といった情報を各ゼネ

コンに伝えて頂ければ、ソフトの指

定がなくなってくると思います。 

日建連_今泉：ゼネコン各社において、

ArchiCAD と Revit を基幹ソフトとし

ている会社がほとんどだと思います。

IFC 変換で互換性があるので、その認

識を各ゼネコンが持ち帰り現場に伝

達させて頂きます。 

三伸_吉田：鉄骨データ等を頂く際に、

通常の伏図よりもデータが格段に重

くなってしまうため、今後ビッグデ
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ータのやり取りがあるならば、例え

ば BIM360等のクラウド環境を使用し

てのデータのやり取りをして頂けた

らと思っております。 

 

 

今後の展開 

日建連_今泉：今後日建連では、BIM

セミナーを開催して、広く部会の活

動の成果を公開して参ります。 

また、要望がかなり多く寄せられて

いる、ゼネコン、専門工事会社が BIM

をどの様に活用したいか、どういっ

たワークフローでやったか、という

ような施工 BIM の活用事例集を 2022

年発刊に向けて取り組んで参ります。 

本日ご参加頂いた三社様にもお声掛

けさせて頂く可能性がございますの

で、その際にはご協力よろしくお願

いします。 

本日は貴重なお時間をありがとうご

ざいました。 

（2021 年 12 月 15 日 日建連会議室およ

び Teams にて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


